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原

田

耕

治

昨
年
度
、
問
題
名
で

L
逆
川
遺
跡
(
仮
称
)
Z
平
塚
山
下
遺
跡
(
仮
称
)

を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
掛
川
市
遺
跡
地
図
が
出
版
さ
れ
、
逆
川
遺
跡
は

神
子
地
遺
跡
、
天
神
遺
跡
、
中
畑
遺
跡
、
高
畑
遺
跡
の
四
遺
跡
に
大
別
さ

れ
、
平
塚
山
下
遺
跡
は
北
袋
遺
跡
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

前
記
の
遺
跡
の
時
期
は
私
の
見
解
と
同
一
で
あ
っ
た
が
、
後
記
の
北
袋

遣
の
時
期
は
私
の
見
解
と
若
干
の
差
異
が
あ
っ
た
。
掛
川
市
遺
跡
地
図
で

は
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は
古
墳
時
代
中

期
か
ら
平
安
期
と
記
述
し
た
。
本
遺
跡
か
ら
は
山
茶
わ
ん
等
が
多
量
に
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
私
の
見
解
の
方
が
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
は
、
和
田
岡
原
の
三
遺
跡
と
原
谷
西
山
遺
跡
(
仮
称
)
、
原
新
田

遺
跡
(
城
北
小
西
側
)
、
大
竹
横
穴
群
の
六
遺
跡
を
招
介
し
た
い
。

前
回
と
同
様
、
採
取
し
た
土
器
の
み
の
為
、
概
略
し
か
記
述
で
き
な
い

が
、
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

I
、
和
田
岡
原
の
遺
跡

和
田
岡
原
は
全
地
域
が
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
。
事
実
、
ど
の
地
域
を
踏

査
し
て
も
縄
文
式
、
弥
生
式
、
土
師
器
、
須
恵
器
の
い
ず
れ
か
の
土
器
片

が
多
量
に
採
取
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
分
布
を
概
略
的
に
記
す
と
、
県

道
掛
川
・
山
梨
線
の
南
側
は
弥
生
式
土
器
、
土
師
器
が
主
流
で
あ
り
、
北

側
は
縄
文
式
土
器
が
多
量
に
散
布
し
て
い
る
。

古
墳
は
四
基
の
前
方
後
円
墳
(
金
塚

・
ひ
さ
ご
塚
・
行
人
塚
・
大
塚
)

が
現
存
し
、
他
に
二
基
の
前
方
後
円
墳
(
藤
六
三
号
墳
・
四
号
墳
)
が
消

滅
し
た
。

和
田
岡
原
の
発
掘
調
査
は
春
林
院
古
墳

(
S
お
)
、
金
鋳
原
遺
跡

(
S

日
)
、
行
人
塚
遺
跡

(
S
日
)
、
中
原
遺
跡

(
S
日
)
が
な
さ
れ
て
い
る
。

又
、
大
塚
、
ひ
さ
ご
塚
、
金
塚
は
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

行
人
塚
古
墳
は
最
近
ま
で
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
女
高
遺
跡
の

調
査
に
よ
り
大
塚
と
同
方
向
、
全
長
必

m
の
前
方
後
円
墳
と
判
明
し
た
。

⑦

吉

岡

原

遺

跡

(
位
置
と
環
境
)

県
道
掛
川
・
山
梨
線
を
吉
岡
原
に
登
り
切
っ
た
南
側
平
坦
部
を
い
う
。

中
原
遺
跡
・
吉
岡
大
塚
古
墳
の
真
南
に
位
置
し
て
い
る
。

中
原
遺
跡
は
縄
文
中
期
初
頭
五
領
ケ
台
式
土
器
か
ら
中
期
中
葉
勝
坂

E

式
に
比
定
さ
れ
る
遺
跡
で
あ
り
、
集
石
遺
構
一
基
と
さ
ら
に
新
し
い
時
期

の
土
墳
一
基
を
検
出
し
た
。

吉
岡
大
塚
古
墳
は
墳
丘
全
長
田

m
、
後
円
部
径
川

m
、
前
方
部
巾

m
m

の
県
下
で
も
珍
し
い
帆
立
貝
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
帆
立
貝
型
古
墳
に

つ
い
て
は
、
「
前
方
後
円
墳
の
前
方
部
を
極
度
に
短
く
し
た
か
、
あ
る
い

は
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
の
一
部
だ
け
を
独
立
し
た
墳
丘
に
造
っ
た
形
」

と
み
て
、
そ
れ
は
政
治
的
「
規
制
を
受
け
た
古
墳
」
と
し
て
、
変
形
さ
れ

た
前
方
後
円
墳
と
理
解
す
る
見
解
が
全
体
的
に
有
力
で
あ
る
。
時
期
は
中

期
前
半
後
か
ら
5
C
前
半
終
末
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。
立
地
上
等
か
ら
考

察
す
れ
ば
、
現
存
す
る
前
方
後
円
墳
の
中
で
は
、
最
も
新
し
い
時
期
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

(
遺
跡
の
概
要
)

最
近
、
茶
の
改
植
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
本
遺
内
で
も
二
地
域
で
行

わ
れ
た
。
そ
の
一
地
域
は
遺
跡
内
中
央
部
で
あ
り
、
他
の
一
地
域
は
遺
跡

内
西
側
、
県
道
沿
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
西
側
県
道
沿
い
の
地
域
は
掛
川
市

遺
跡
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

土
器
片
よ
り
遺
跡
の
概
要
を
把
握
す
る
と
、
中
央
部
地
域
は
弥
生
後
期

前
葉
か
ら
古
式
土
師
器
の
時
期
で
あ
り
、
西
側
、
県
道
沿
い
の
地
域
は
縄

文
中
期
、
弥
生
後
期
の
時
期
で
あ
る
。
又
、
遺
跡
内
全
域
か
ら
弥
生
後
期

か
ら
古
式
土
師
器
の
土
器
片
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
為
、
弥
生
後
期
か

ら
古
墳
時
代
初
期
の
遺
構
が
広
範
囲
に
渡
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
(
遺
物
に
つ
い
て
)

①
遺
跡
中
央
部

高
杯
(
図
1
)
無
文
で
あ
り
、

杯
の
傾
斜
は
急
、

n
H
H
V
 

可

t

脚
部
に
丸
い
透
し
が



あ
る
。
透
し
が
あ
る
こ
と
か
ら
五
領
期
の
古
式
土
師
器
で
あ
る
。

台
付
鉢
(
図
2
)
脚
部
と
の
接
合
部
に
「
刷
毛
目
模
様
」
が
入
っ
て
い

る
。
弥
生
終
末
期
か
、
古
式
土
師
器
の
五
領
期
で
あ
る
。

整
(
図
3
)
口
縁
部
が
「
く
」
の
字
形
に
屈
折
し
て
お
り
、
頚
部
に
刷

毛
目
模
様
が
入
る
。
口
縁
部
に
は
へ
ラ
で
刻
み
の
入
っ
た
物
と
無
文
の
物

と
が
あ
る
。
時
期
は
弥
生
後
期
末
で
あ
る
。

査
(
図
4
)
頚
a

部
に
は
縦
に
刷
毛
目
模
様
が
入
り
、
胴
部
に
至
る
所
に

へ
ラ
状
器
具
を
強
く
押
捺
し
た
文
様
が
三
列
に
並
ん
で
い
る
。
頚
部
か
ら

胴
部
へ
至
る
所
に
も
刷
毛
目
模
様
が
薄
く
残
存
し
て
い
る
。
時
期
は
弥
生

後
期
前
葉
で
あ
る
。

②
遺
跡
西
側
、
県
道
沿
い
。

壷
(
拓
本
5
)
口
縁
部
に
は
縦
に
沈
文
と
一
本
の
太
い
浮
文
と
が
あ
る
。

内
側
に
は
斜
め
に
太
い
沈
文
が
あ
り
、
折
り
返
し
が
あ
る
。
胴
部
に
も
横

に
平
行
に
沈
文
が
走
る
。
縄
文
中
期
阿
高
式
に
比
定
す
る
土
器
片
で
あ
ろ

よ
ノ
。
壷
(
拓
本
6
)
口
縁
部
に
は
二
本
の
深
い
沈
文
の
連
孤
文
が
入
り
そ
う

で
あ
る
。
又
、
口
縁
部
最
上
段
に
は
一
本
の
沈
文
が
入
り
、
浮
文
の
中
に

へ
ラ
状
刺
突
文
が
入
る
。
時
期
は
縄
文
中
期
で
あ
る
。

(
遺
跡
の
性
格
)

遺
跡
中
央
部
は
弥
生
後
期
菊
川
式
土
器
の
時
期
か
ら
古
式
土
師
器
五
領

期
の
時
期
で
あ
り
、
遺
跡
西
側
・
県
道
沿
い
地
域
は
縄
文
中
期
と
弥
生
後

期
末
の
時
期
で
あ
る
。

中
央
部
は
弥
生
後
期
の
包
含
層
の
上
部
に
古
式
土
師
器
五
領
期
の
包
含

層
が
あ
り
、
時
期
は
連
続
的
に
続
い
て
い
る
。
西
側
、
県
道
沿
い
は
縄
文

中
期
の
包
含
層
の
上
部
に
弥
生
後
期
末
の
包
含
層
が
あ
る
。
こ
の
弥
生
後

期
の
包
含
層
が
本
遺
跡
全
域
に
渡
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

@

高

田

遺

跡

(
位
置
と
環
境
)

行
人
塚
古
墳
、
女
高
遺
跡
の
西
側
、
高
田
製
茶
工
場
裏
か
ら
西
側
に
広

が
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
女
高
遺
跡
は
昭
和
五
十
七
年
に
発
掘
調
査
さ

~i~ι一一
1.吉岡原遺跡2.高田遺跡3.吉岡下の段遺跡4.西山遺跡(仮称) 5.原新田遺跡6.大竹績穴墳群
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れ、る。
行
人
塚
古
墳
は
従
来
か
ら
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
女
高
遺
跡
調

査
中
前
方
部
が
確
認
さ
れ、

全
長
m
M
m

の
前
方
後
円
墳
と
判
明
し
た
。
明

確
な
構
築
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
立
地
条
件
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
ひ
さ

ご
塚
よ
り
新
し
く
士
口
岡
大
塚
よ
り
古
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
五
世
期
初
頭
頃

の
古
墳
と
考
え
る
。

(
遺
跡
の
概
要
)

高
田
遺
跡
は
地
域
が
非
常
に
広
範
囲
で
あ
る
。
今
回
採
取
し
た
大
部
分

の
土
器
は
高
田
製
茶
工
場
裏
の
茶
畑
で
あ
っ
た
。
採
集
土
器
は
古
式
土
師

器
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
遺
跡
内
他
地
域
で
は
弥
生
式
土
器
と
思
わ
れ
る

破
片
が
散
布
し
て
い
た
。

(
遺
物
に
つ
い
て
)

高
杯
(
図
7
)
無
文
で
あ
り
杯
の
部
分
は
破
損
し
て
い
る
。
脚
部
に
透

し
が
な
い
こ
と
か
ら
古
式
土
師
器
和
泉
期
で
あ
る
。

査
(
図
8
)
薄
手
で
あ
り
、
口
縁
部
は

「
く
」
の
字
に
外
側
に
折
り
返

し
に
な
っ
て
い
る
。
口
縁
部
先
端
部
分
に
薄
く
縦
に
沈
文
が
入
っ
て
い
る
。

時
期
は
弥
生
後
期
末
で
あ
る
。

脚
付
鉢
(
図
9
)
脚
部
と
の
接
合
部
に
櫛
状
器
具
を
強
く
押
捺
し
た
羽

状
斜
線
列
が
あ
る
。
弥
生
後
期
末
か
古
式
士
師
器
五
領
期
で
あ
る
。

(
遺
跡
の
性
格
)

弥
生
後
期
末
か
ら
古
式
土
師
器
和
泉
期
ま
で
の
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
和
泉
期
の
古
式
土
師
器
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
層

は
女
高
遺
跡
と
同
時
期
で
あ
り
、
上
層
は
女
高
遺
跡
よ
り
新
し
い
時
期
と

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

@
吉
岡
下
の
段
遺
跡

(
位
置
と
環
境
)

本
遺
跡
は
吉
岡
大
塚
古
墳
東
、
一

段
下
が
っ
た
平
坦
部
が
ゆ
る
や
か
な

傾
斜
を
も
っ
て
春
林
院
古
墳
西
側
ま
で
に
広
が
っ
た
地
域
で
あ
る
。
掛
川

市
遺
跡
地
図
で
は
縄
文
式
土
器

・
弥
生
式
土
器

・
土
師
器

・
須
恵
器
の
散

弥
生
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
ま
で
の
集
落
跡
と
報
告
さ
れ
て
い

跡
....己
1息回

守主圃

『司
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布
地
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

春
林
院
古
墳
は
昭
和
三
十
六
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
発
掘
に
は
研
究

者
、
地
元
住
民
、
地
元
中
・
高
校
生
が
参
加
し
、
全
面
発
掘
を
し
た
県
下

で
も
画
期
的
調
査
方
法
で
あ
っ
た
。
主
体
部
は
粘
土
郭
で
あ
り
、
遺
物
は

壷
型
埴
輪
等
が
出
土
し
、
五
世
紀
初
頭
の
円
墳
で
あ
る
。

(
遺
跡
の
概
要
)

今
回
、
茶
の
改
植
が
あ
っ
た
の
は
春
林
院
古
墳
裏
側
の
地
域
で
あ
っ
た
。

採
取
土
器
片
は
新
し
い
時
期
の
士
師
器
が
主
流
で
あ
り
、
中
に
少
数
の
須

恵
器
片
、
灰
粕
陶
器
片
が
混
入
し
て
い
た
。
縄
文
式
土
器
片
は
遺
跡
内
西

側
大
塚
古
墳
寄
り
で
少
数
採
取
し
、
古
式
土
師
器
片
は
遺
跡
中
央
部
地
域

で
採
取
し
た
。

(
遺
跡
中
央
部
)

壷
(
図
叩
)
口
縁
部
で
あ
り
無
文
。
へ
ラ
で
の
生
成
も
非
常
に
丁
寧
で

あ
り
、
焼
き
も
固
い
。
時
期
は
古
式
土
師
器
五
領
期
又
は
和
泉
期
と
思
わ

れ
る
。
(
春
林
院
古
墳
裏
)

瓶
(
図
日
)
底
部
で
あ
る
。
高
台
は
な
く
、
底
部
の
裏
面
に
糸
切
り
が

明
確
に
残
存
し
て
い
る
。
粕
薬
を
使
用
し
た
灰
粕
陶
器
で
あ
る
。
時
期
は

平
安
後
期
と
考
え
て
い
る
。

他
に
多
量
の
新
し
い
時
期
の
士
師
器
を
採
取
し
た
が
、
時
期
判
別
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。

(
遺
跡
の
性
格
)

春
林
院
裏
地
域
は
地
山
土
に
士
師
器
片
・
須
恵
器
片
・
灰
粕
陶
器
片
の

包
含
層
が
存
在
す
る
。
土
師
器
片
・
須
恵
器
片
か
ら
は
時
期
的
判
別
が
不

可
能
で
あ
っ
た
。

我
が
国
で
の
灰
粕
陶
器
発
生
は
八
世
紀
後
半
代
愛
知
県
猿
投
窯
に
お
い

て
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
初
期
に
は

一
部
上
層
階
級
向
け
へ

の
特
産
物
で
あ
っ
た
が
、
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
一
般

集
落
へ
の
浸
透
も
進
み
、
地
方
富
豪
層
あ
た
り
ま
で
ゆ
き
渡
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
遺
跡
出
土
瓶
は
底
部
に
凹
部
が
あ
り
高
台
が
消
滅
し
た
時
期
で

吉岡下ノ段遺跡

〈図 10) 

〈図 11 ) 
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あ
る
。
灰
紬
陶
器
編
年
表
と
比
べ
十
二
世
紀
前
半
、
平
安
時
代
後
期
と
考

察
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
遺
跡
は
吉
岡
大
塚
古
墳
寄
り
に
縄
文
期
の
包
含
層
・
遺
跡
中
央
部
に

弥
生
後
期
か
ら
古
式
土
師
器
五
領
期
の
包
含
層
、
そ
し
て
遺
跡
最
東
側
に

平
安
後
期
の
包
含
層
と
続
く
と
考
察
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

日
、
西
山
(
仮
称
)
遺
跡

(
位
置
と
環
・
境
)

原
谷
地
域
に
も
非
常
に
多
数
の
遺
跡
が
あ
る
。
近
年
、
発
掘
調
査
が
行

な
わ
れ
た
宮
坂
横
穴
群
・
平
塚
古
墳
と
と
も
に
横
穴
式
石
室
が
現
存
す
る

原
谷
長
福
寺
一
号
墳
、
そ
の
他
に
も
縄
文
遺
跡
・
弥
生
遺
跡
・
古
墳
群
が

点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
遺
跡
群
は
大
部
分
が
原
野
谷
川
東
側
の
丘
陵

地
域
に
存
在
し
て
い
る
。
原
野
谷
川
西
側
西
山
地
区
で
は
弥
生
遺
跡
2
・

横
穴
群
l
・
城
跡
1
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
遺
跡
群
、
又
和
田

岡
原
の
遺
跡
群
す
べ
て
が
台
地
上
に
点
在
し
て
お
り
、
平
野
部
で
は
今
ま

で
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
紹
介
す
る
西
山
(
仮
称
)
遺
跡
は
平
野
部
で
発
見
さ
れ
た
唯
一
の

遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
跡
は
県
道
赤
根
・
金
谷
線
が
袋
井
市
宇
刈
に
抜
け
る

直
前
、
平
野
部
よ
り
一
段
上
が
っ
た
平
坦
部
に
位
置
し
て
お
り
、
原
野
谷

川
自
然
提
防
上
に
広
が
る
遺
跡
で
あ
る
。

(
遺
跡
の
概
要
)

土
器
片
は
県
道
赤
根
・
金
谷
線
舗
装
工
事
中
に
採
取
し
た
。
遺
構
の
存

在
す
る
包
含
層
は
地
山
土
で
あ
り
、
土
師
器
片
と
弥
生
土
器
片
が
出
土
し

た
。
遺
跡
周
囲
は
西
側
以
外
は
田
で
あ
り
、
遺
跡
地
域
よ
り
一
段
下
が
っ

て
い
る
。
遺
構
は
西
側
丘
陸
方
向
へ
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

(
遺
物
に
つ
い
て
)

壷
(
図
ロ
)
頭
部
で
あ
る
。
頭
部
か
ら
胴
部
へ
と
移
る
所
に
二
段
の
凸

部
を
持
ち
、
羽
状
縄
文
帯
が
反
対
方
向
へ
と
走
っ
て
い
る
。
時
期
は
弥
生

後
期
末
で
あ
る
。

他
に
胴
部
に
刷
毛
目
模
様
の
あ
る
古
式
土
師
器
片
又
は
弥
生
後
期
末
の

西山口遺跡〈仮称〉

〈図 12) 

跡遺回新原

〈図 13) 
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土
器
片
を
数
点
採
取
し
た
。

(
遺
跡
の
性
格
)

本
遺
跡
は
余
り
広
範
囲
で
は
な
く
、
位
置
は
平
野
部
よ
り
一
段
上
が
っ

て
い
る
為
、
流
入
し
た
土
器
片
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
時
期
は
弥
生
後
期

末
か
ら
古
式
土
師
器
で
あ
り
、
包
含
層
は
地
山
土
で
あ
る
た
め
、
他
時
期

の
遺
構
は
存
在
し
て
い
な
い
。

皿

、

原

新

田

遺

跡

(
位
置
と
環
境
)

本
遺
跡
は
城
北
小
学
校
西
側
丘
陸
上
に
あ
り
、
倉
真
川
流
域
の
遺
跡
群

で
あ
る
。

倉
真
川
流
域
は
原
野
谷
川
流
域
と
と
も
に
掛
川
市
の
二
大
遺
跡
保
有
地

域
で
あ
る
。
縄
文
遺
跡
で
は
倉
真
地
区
里
在
家
遺
跡
、
西
郷
地
区
平
塚
山

遺
跡
、
弥
生
遺
跡
で
は
西
郷
地
区
小
市
遺
跡
、
天
王
山
遺
跡
、
古
墳
で
は

横
穴
式
石
室
を
持
つ
平
塚
古
墳
、
美
人
ヶ
谷
古
墳
群
、
天
王
山
古
墳
群
が

点
在
し
て
い
る
。

他
に
西
郷
地
区
に
は
下
山
古
墳
が
あ
る
。
本
古
墳
は
全
長
約
百
十
二
メ

ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
古
墳
で

あ
る
か
ど
う
か
は
論
議
の
的
で
あ
っ
た
。
近
年
、
本
古
墳
の
前
方
部
・
後

円
部
南
側
で
茶
の
改
植
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
墳
丘
上
か
ら
須
恵
器
片
数
点

を
採
取
し
た
が
、
埴
輪
片
又
埴
輪
関
連
遺
構
は
全
く
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

下
山
古
墳
は
っ
古
墳
で
は
な
い
」
と
考
察
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

本
遺
跡
(
原
新
田
遺
跡
)
平
坦
部
上
に
二
ツ
池
古
墳
群
が
あ
る
。
又
、

遺
跡
南
側
天
王
山
に
は
天
王
山
遺
跡
、
天
王
山
古
墳
群
が
あ
る
。
天
王
山

遺
跡
は
弥
生
後
期
の
高
地
性
集
落
跡
、
又
、
二
ツ
池
古
墳
群
は
六
世
紀
中

葉
の
円
墳
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
遺
跡
の
概
要
)

本
遺
跡
地
域
内
か
ら
は
弥
生
後
期
末
の
土
器
片
が
多
数
採
取
さ
れ
た
。

今
回
紹
介
す
る
土
器
は
丘
陵
南
裾
農
道
造
成
中
に
表
土
よ
り
約
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
下
、
地
山
土
よ
り
出
土
し
た
。
出
土
地
は
丘
陵
斜
面
で
あ
る
。

(
遺
物
に
つ
い
て
)

原
新
田
遺
跡

〈図 14) 
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壷
(
図
日
)
口
縁
部
に
は
折
り
返
し
が
あ
る
。
口
縁
部
は
折
り
返
し
た

裏
側
よ
り
帯
状
の
粘
土
を
張
り
合
わ
せ
て
生
成
し
、
縦
に
へ
ラ
で
深
い
沈

文
を
施
し
て
あ
る
。
口
縁
部
か
ら
頭
部
に
か
け
て
は
、
斜
め
に
刷
毛
目
模

様
が
入
り
、
内
側
は
薄
く
羽
状
縄
文
帯
が
施
し
て
あ
る
。
口
縁
部
は
波
状

に
な
り
粗
雑
で
あ
る
。
時
期
は
弥
生
後
期
末
で
あ
る
。

壷
(
図
は
)
胴
部
が
ふ
く
ら
み
を
持
ち
、
無
文
で
あ
る
。
菊
川
式
土
器

で
あ
る
。

(
遺
跡
の
性
格
)

遺
跡
地
域
内
で
採
取
し
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
後
期
末
で
あ
る
。
今
回

の
土
器
片
は
地
山
土
で
出
土
し
て
い
る
た
め
、
他
時
期
の
包
含
層
は
存
在

し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
同
じ
丘
陵
上
の
天
王
山
遺
跡
が
弥
生
後
期
の
集

落
跡
と
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
続
く
時
期
の
遺
構
と
考
察
で
き

る
。
た
だ
、
今
回
の
出
土
地
が
丘
陵
斜
面
上
で
あ
る
た
め
、
集
落
跡
と
予

想
す
る
よ
り
方
型
周
溝
墓
と
考
察
し
た
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

w
.大
竹

横

穴

墳

(
位
置
と
環
境
)

本
古
墳
は
水
垂
地
区
の
一
番
奥
ま
っ
た
北
側
の
丘
陵
斜
面
に
位
置
し
て

お
り
、
茶
畑
の
開
墾
の
た
め
に
消
滅
し
た
。
丘
陵
南
端
に
大
竹
遺
跡
が
あ

る
。
大
竹
遺
跡
は
密
教
法
具
、
天
目
茶
碗
、
明
代
の
青
磁
、
古
銭
が
出
土

し
た
十
六
世
紀
後
半
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
物
は
水
垂
小
関
氏
と
城
北
小
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。

水
垂
大
多
郎
に
は
弥
生
後
期
の
大
多
郎
遺
跡
、
大
多
郎
古
墳
群
が
あ
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
宅
地
造
成
で
消
滅
し
た
。

(
遺
跡
の
概
要
)

大
竹
横
穴
墳
は
二
基
存
在
し
て
い
た
様
だ
が
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

本
古
墳
群
は
南
側
を
向
い
て
閉
口
し
て
お
り
、
旧
栗
本
地
区
内
で
は
唯

一

の
横
穴
群
で
あ
る
。

(
遺
物
に
つ
い
て
)

杯
(
図
日
)
杯
の
受
け
で
あ
る
。
立
ち
上
が
り
は
低
く
、
受
け
部
よ
り

約
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
へ
ラ
で
丁
寧
に
生
成
し

て
あ
る
。
時
期
は
七
世
紀
前
葉
で
あ
ろ
う
。

(
遺
跡
の
性
格
)

出
土
物
は
非
常
に
多
量
で
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
時
期
判
別
の
で
き
る
土

器
片
は
招
介
し
た
杯
一
体
の
み
で
あ
る
。
他
に
聾
腹
も
数
片
残
存
し
て
い

た
が
、
時
期
判
別
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

杯
よ
り
時
期
は
七
世
紀
前
葉
と
考
察
で
き
る
が
、
追
葬
、
又
、
二
基
の

横
穴
墳
の
関
連
は
全
く
把
握
で
き
な
い
。

(
終
り
に
)

今
回
、
踏
査
を
し
て
掛
川
市
に
は
非
常
に
多
く
の
遺
跡
が
埋
没
し
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
特
に
、
和
田
岡
原
は
大
規
模
な
発
掘
が
な
さ
れ

れ
ば
掛
川
の
古
代
社
会
が
明
確
に
把
握
で
き
る
と
思
う
。

採
取
し
た
土
器
を
整
理
し
て
、
私
自
身
の
実
力
不
足
が
明
確
に
な
っ
た
。

特
に
土
器
の
説
明
又
、
時
期
設
定
に
は
苦
労
し
た
。

今
後
、
踏
査
を
続
け
な
が
ら
実
力
を
蓄
え
、
埋
没
し
て
い
る
多
く
の
遺

跡
群
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
こ
の
様
な
場
で
発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生

方
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

(
参
考
資
料
〉

L

掛
川
市

遺

跡

地

図

掛

川

市

教

育

委

員

会

2

ふ

る

里

か

け

が

わ

第

五

集

掛

川

市

教

育

委

員

会

3

森

町

考

古

日

森

町

考

古

学

研

究

会

大
沢
・

川
尻

古

窯

跡

調

査

報

告

書

湖

西

町

教

育

委

員

会

陶

邑

田

辺

昭

三

平
安
高
校

縄
文
文
化
の
研
究

E

雄

山

閣

陶
磁
大
糸
5
、
三
彩

、

緑

粕

、

灰

紬

楢

崎

彰

一

平

凡

社

行

人

塚

遺

跡

掛

川

市

教

育

委

員

会

吉

岡

大

塚

古

墳

掛

川

市

教

育

委

員

会

中

原

遺

跡

掛

川

市

教

育

委

員

会

水

垂

二

ツ

池

古

墳

群

掛

川

市

教

育

委

員

会

考
古
学
研
究
日
「
五
世
紀
に
お
け
る
古
墳
の
規
制
」

小
野

山

節

考

古

学

研

究

会

考
古
学
講
座
3
先

史

文

化

雄

山

閣

考
古
学
講
座
4
歴

史

文

化

雄

山

関

-86 -

14.13.12.11. 10. 9. 8. 7. 6. 5目 4




